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抗の変化を測定した，その結果は第13図に示すよ

うに，約10万回転後にはほぼ中断前の抵抗値にも

どった．おそらく二の10万回転という数字は摩耗

量より測定される回転数よりもはるかに多いであろ

う．しかし少なくともこの程度の回転数の間までは

接触状態はちがっているのである．これは前にのべ

た接触電気抵抗の測定が非常に鋭敏な例とすること

ができる．

　次に摩耗試験に示される定常摩耗域（厳密には前

にのべたように定常ではないのであるが，ここでは

習慣にしたがって二の言葉を使5こととする）にお

ける摩耗量が粗さによって極端にちがう現象を接触電気

抵抗によってとらえてみよう．実験はさきの長時間試験

の場合のG－2，B－4とほぼ同様の表面あらさをもeた

試験片を使用してお二なった．その結果を第14図に示
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す．二のゲラフはメータに現われた平均値をとったので

あるが，オッシログラフに現われた瞬間的な変化状態は

第15図に示すごとくである．すなわちG仕上では50

万回転程度ですでに一部流体潤滑がはじまり，300万回

転程度では流体澗滑状態の生成頻度が増してくる．とこ

ろがB一仕上では300万回転程度で｝まいまだに境界潤滑

域である．これによってG一仕上における摩耗重Oばる

かに少ない理由が理解されるであろ5・

　5．　結　言

　以上のように摩耗と接触電気抵抗との関係に興味深い

点が多いのであるから将来二のような研究が多く行われ

ることを期待するものである．　　　　　C1957．6．7）
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